
「単元まとめマップ」
作成を通じて

主体的に学習に取り組む態度
を向上させる取組



単元学習後に

と感じてしまう生徒がいたら…

「単元まとめマップ」を生徒自身が作成する

活動を行うことによって

学習内容の有用性を実感・学びへの意欲向上

結局、何を学んだのか？
何ができるようになったのか？

単元まとめマップ １ 目的・ねらい



単元の初回授業で準備シート（次ページ参照）を配付

生徒が各自で

毎回の授業後に補足を書き込み、

分類番号・重要度を判断し記入し、

矢印等で項目ごとの関連性をメモしていく

単元まとめマップ ２ 実施手順①

広い単元における現在位置・大きな流れについて毎時間確認できる



準備シートの例（Ａ４サイズ） ※赤文字が記入する部分

A１

１ B

１ A

２ B

← 独立であることを利用

単元まとめマップ ２ 実施手順①



単元終了時に単元まとめマップ（次ページ参照）を作成

時間短縮のため準備シートを切り貼りして配置を
考える。

・重要度が高いものを中央に配置

・内容の関連性を補う項目を記入

・作成上の工夫も文章で記述

教員は以上のことができるよう支援する。

単元まとめマップ ２ 実施手順②



単元まとめマップのワークシートの例（Ａ３サイズ）

【作業前】 【作業後】

単元まとめマップ ２ 実施手順②

準備シートから
切り取ったもの



単元まとめマップの生徒作成例（Ａ３サイズ）

単元まとめマップ ２ 実施手順② 他分野でも実践できそう！

数学Ａ 図形の性質・数学Ⅱ 三角関数
数学Ｂ 数列 …など



単元まとめマップの記述により２項目で評価する
＜評価基準の例＞

項目 粘り強く学習に取り組む態度 自己の学習を調整する力

評価
対象 まとめマップの完成度 まとめ方の工夫欄の記述内容

Ａ
内容の関連性がよく分かるまとめマップ
を
完成することができている。

数学的に要領を得たまとめ方の工夫について
記述している。

Ｂ
まとめマップを完成することができてい
る。

まとめ方の工夫について記述している。

Ｃ
まとめマップを完成することができてい
ない。

記述が不十分である。

単元まとめマップ ３ 評価内容と観点



成果（生徒の声）

単元全体を振り返ることができた。

項目ごとの関連性を意識できた。

課題

個人作業ではまとめ作業に時間がかかる。

（改善案）グループで１枚にまとめる活動とする。

単元まとめマップ ４ 成果と課題
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